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「サナギから羽化へ（６）」 

お茶の水女子大学附属小学校 田中 千尋 

 
 男児のロッカーの中で羽化しそうになっていた、ナ

ミアゲハのサナギは、「サナギホルダー」にして、子

どもたちが登校する前に、学年ワークスペースのホワ

イトボードに「掲示」しておいた。 

 
 子どもたちは「いつ羽化するのかな～」「はやくち

ょうちょにならないかな～」と、小さなサナギを囲ん

で見守っていた 

 
 これが、羽化寸前のサナギの頭部である。角のよう

に見える部分は、眼や触角、それに背部の隆起を収め

る為のものらしい。翅の文様も、透けた殻の下にはっ

きりと見えている。これは、確実に本日中に羽化しそ

うだ。その一瞬を見せたい！ 
 しかし、昆虫は人間の都合には合わせてくれない。

１時間目の授業中に羽化してしまったようだ。私も含

め、誰もその一瞬を見ることはできなかった。 

 
 羽化したアゲハは、このまま２～３時間じっとして

いる。ぬれた翅を乾かし、少しずつ展翅させているの

だ。この時に子どもたちが触ったりすると、翅同士が

癒着してしまい、展翅に失敗してしまう。しかし、そ

んなことを注意しなくても、触ろうとする子どもは一

人もいなかった。 

 
 
【子どもの観察カードから】 
「うかしたアゲハはきれいでした。ぱたぱたして

て、葉根（はね）をいっしょうけんめい、かわかし

ているのが、とてもかわいかったです」 
「こんなに大きいはねが、どうやってあんなにちっ

ちゃいさなぎに入っていたのか、すごくふしぎ。ど

うやっておって（折って）るのか知りたい」 
「こないだ（つい最近）までよう虫で、さなぎで一

かいドロドロになって、こんなきれいなチョウにな

るって、ちょっとありえない気がしました」 


